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今
年
も
ノ
ー
ベ
ル

賞
の
季
節
が
や
っ
て

き
た
。
昨
年
は
日
本

被
爆
者
団
体
協
議
会

（
被
団
協
）
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
項
を
書

い
て
い
る
段
階
で
は
ま
だ
一
部
し

か
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
す
で
に

生
理
学
・
医
学
賞
で
は
大
阪
大
学

の
坂
口
志
文
さ
ん
、
化
学
賞
に
は

京
都
大
学
の
北
川
進
さ
ん
が
選
ば

れ
た
。
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で

あ
る
▼
坂
口
先
生
は
免
疫
制
御
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
制
御

性T-cell

を
発
見
し
た
。
北
川
先

生
は
多
孔
性
の
金
属
有
機
構
造
体

を
作
り
出
し
、
様
々
な
気
体
を
金

属
内
に
封
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
て
、
ア
ジ
ア
で
の
受
賞
者

を
み
て
み
る
と
、
中
国
の
９
人
、

韓
国
２
人
、
イ
ン
ド
３
人
、
日
本

34
人
と
、
日
本
が
圧
倒
的
に
多

い
。
特
に
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で

の
受
賞
が
29
人
と
圧
倒
し
て
い
る

▼
世
の
中
は
、
政
治
や
経
済
で
動

い
て
い
る
と
考
え
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
実
は

科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
世
界

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
羅
針
盤
と
天
文
学
、
地

動
説
が
大
航
海
時
代
を
生
み
、
活

版
印
刷
が
知
識
を
共
有
さ
せ
、
意

識
改
革
が
お
こ
り
、
物
理
学
や
力

学
か
ら
蒸
気
機
関
が
生
ま
れ
、
動

力
や
電
気
を
生
み
、
産
業
革
命
と

経
済
の
大
き
な
変
革
を
お
こ
し

た
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
原

子
力
の
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
、
そ
の
制
御
で
き
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
す
べ
て

に
影
響
を
与
え
て
い
る
▼
日
本
人

が
こ
れ
だ
け
数
多
く
の
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
て
い
る
こ
と
こ
そ
、
日
本
の
国

力
と
し
て
活
か
す
必
要
が
あ
る
。

是
非
と
も
サ
イ
エ
ン
ス
立
国
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。
い
や
目
指
す
義

務
が
あ
る
と
私
は
思
う
。
（
際
）
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加
入
世
帯
の
２
割
は
滞
納
し
、
７
割
が
保
険
料
減
免
を
受
け
て
い

る
―
―
。
協
会
が
毎
年
、
兵
庫
県
内
の
全
市
町
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
「
国
保
保
険
証
交
付
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま

と
ま
っ
た
。
保
険
証
の
交
付
状
況
や
保
険
料
の
減
免
利
用
世
帯
数
、

滞
納
者
数
な
ど
を
聞
き
、
全
市
町
か
ら
回
答
を
得
た
。
昨
年
12
月
２

日
か
ら
の
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
を
受
け
て
、
保
険
証
の
留
め
置

き
・
短
期
証
発
行
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

２
０
２
４
年
県
内
市
町
国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

２
０
２
４
年
県
内
市
町
国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

滞
納
世
帯
２
割
超
、差
し
押
さ
え
増
加
続
く

滞
納
世
帯
２
割
超
、差
し
押
さ
え
増
加
続
く

　

本
調
査
は
県
内
の
国
保
の
保
険

料
滞
納
や
無
保
険
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
１
９
８
８
年
か
ら

行
っ
て
お
り
、
33
年
連
続
で
県
下

の
全
自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て
い

る
。
今
年
は
２
０
２
５
年
３
月
に

県
内
全
市
町
に
郵
送
で
調
査
票
を

送
付
し
、
６
月
ま
で
に
全
市
町
か

ら
回
答
を
得
た
。

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

数
（
24
年
12
月
１
日
時
点
）
は
14

万
７
１
６
８
世
帯
と
加
入
世
帯
の

22
・
１
％
に
の
ぼ
り
、
昨
年
度
調

査
の
12
万
４
１
７
９
世
帯
、
18
・

３
％
か
ら
大
き
く
増
加
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
度

を
底
に
増
加
が
続
い
て
い
る
。

　

滞
納
期
間
が
１
年
６
カ
月
を
超

え
た
際
、
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
差
し
押
さ

え
件
数
は
23
年
度
に
計
８
９
９
１

件
と
な
り
、
20
年
度
以
降
年
々
増

加
し
て
い
る
（
図
）。
物
価
高
に

よ
る
経
済
的
困
窮
の
な
か
で
滞
納

世
帯
、
差
し
押
さ
え
件
数
と
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

保
険
料
減
免
７
割

自
治
体
独
自
制
度
は
一
部
の
み

―
神
戸
市
は
さ
ら
に
縮
小

　

国
に
よ
る
保
険
料
軽
減
・
免
除

制
度
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
（
２

０
２
３
年
度
末
時
点
）
は
、
46
万

８
３
２
８
世
帯
に
の
ぼ
り
、
対
象

世
帯
の
70
・
４
％
、
約
７
割
を
占

め
る
。

　

自
治
体
に
よ
る
独
自
の
保
険
料

減
額
制
度
は
、
尼
崎
市
は
加
入
世

帯
の
32
・
２
％
が
利
用
、
西
宮
市

は
の
べ
利
用
数
で
５
万
８
２
１
５

件
と
世
帯
数
を
上
回
る
制
度
利
用

が
あ
る
。
一
方
、
神
戸
市
は
対
象

は
加
入
世
帯
の
８
・
８
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

保
険
証
廃
止
　

未
交
付
、

短
期
保
険
証
は
大
幅
減
少

　

保
険
証
の
未
交
付
数
（
保
険
証

の
交
付
対
象
世
帯
総
数
か
ら
保
険

証
交
付
済
み
数
を
除
い
た
数
、
２

０
２
４
年
12
月
１
日
時
点
、
一
部

市
町
は
更
新
時
点
）
は
県
全
体
で

３
３
６
３
世
帯
（
前
年
度
９
２
８

２
世
帯
）、
未
交
付
率
は
被
保
険

者
世
帯
比
で
０
・
５
％
（
昨
年
度

１
・
４
％
）
と
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
の
短
い
短
期

被
保
険
者
証
の
交
付
数
（
24
年
12

月
１
日
時
点
）
も
、
３
０
７
８
世

帯
、
０
・
９
％
（
昨
年
度
３
万
２

０
９
７
世
帯
、
４
・
７
％
）
と
大

幅
減
と
な
っ
た
。
昨
年
12
月
２
日

か
ら
の
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止

に
伴
い
、
全
加
入
世
帯
に
保
険
証

を
交
付
す
る
の
は
最
後
と
な
り
、

留
め
置
き
や
短
期
証
発
行
等
を
行

わ
ず
、
一
斉
送
付
し
た
自
治
体
が

多
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
で
も
３
千
世
帯

超
の
兵
庫
県
民
が
手
元
に
保
険
証

が
な
く
、
必
要
な
治
療
を
受
け
難

い
「
無
保
険
」
状
態
と
な
っ
て
い

る
現
状
は
深
刻
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証「
解
除
」

１
月
時
点
で
１
３
２
１
件

「
資
格
確
認
書
」一
律
交
付
を

　

「
保
険
証
廃
止
」
法
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
い
な
い
人
に
は
「
資
格
確
認

書
」
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の

発
行
基
準
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
が
、
国
が

示
し
て
い
る
基
準
に
従
い
「
登
録

を
し
て
い
な
い
全
員
お
よ
び
申
請

が
あ
っ
た
要
配
慮
者
に
発
行
」
と

回
答
し
、
保
険
者
の
判
断
で
可
能

な
「
加
入
者
全
員
に
発
行
」
と
回

答
し
た
自
治
体
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
希
望

に
よ
り
解
除
で
き
る
が
、
こ
の
解

除
件
数
は
25
年
１
月
時
点
で
１
３

２
１
件
あ
り
、
作
成
し
た
も
の
の

資
格
確
認
書
の
発
行
を
希
望
し
て

解
除
す
る
加
入
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

加
入
者
の
受
療
権
を
保
障
す
る

た
め
、
協
会
は
各
市
町
に
全
員
に

一
律
資
格
確
認
書
を
発
行
さ
せ
る

よ
う
、
運
動
を
強
め
て
い
く
。

や
障
害
者
の
い
る
世
帯
に
対
し
神

戸
市
が
独
自
に
実
施
し
て
い
た
控

除
制
度
だ
っ
た
が
、
24
年
度
を
最

後
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は

さ
ら
に
対
象
世
帯
が
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

他
の
市
町
も
独
自
減
免
制
度
が

な
い
か
利
用
者
が
わ
ず
か
で
あ

る
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
是
正
の
た

め
、
自
治
体
独
自
の
減
免
制
度
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

10
割
負
担
の「
資
格
証
明
書
」

約
７
千
世
帯
に

　

医
療
機
関
窓
口
で
全
額
を
い
っ

た
ん
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
資
格
証
明
書
」
の
23
年
度
発
行

世
帯
数
は
６
８
１
６
世
帯
、
被
保

険
者
世
帯
比
で
１
・
０
％
と
な

り
、
22
年
度
６
８
３
８
世
帯
、
１

・
０
％
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

る
。
資
格
証
明
書
は
、
必
要
な
医

療
機
関
受
診
を
抑
制
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、
患
者
の
健
康
悪
化
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
。
宝
塚
市
・
丹
波
市
・
市
川
町

・
福
崎
町
・
神
河
町
の
５
市
町
は

２
０
２
３
年
度
お
よ
び
24
年
度
の

調
査
時
ま
で
で
資
格
証
明
書
を
発

行
し
て
い
な
い
。
保
険
証
新
規
発

行
停
止
に
伴
い
、
今
後
、「
資
格

証
明
書
」
は
「
特
別
療
養
」
制
度

へ
と
移
行
す
る
が
、
引
き
つ
づ
き

制
度
の
対
象
と
さ
せ
な
い
働
き
か

け
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
保
法
44
条
に
基
づ
い

て
、
災
害
・
事
業
の
休
廃
止
・
失

業
・
生
活
困
窮
の
場
合
に
、
医
療

費
窓
口
負
担
が
免
除
、
減
額
、
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
23
年
度
の
利
用
者
は
６
自

治
体
16
世
帯
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
点
検
に
つ
い
て
、
民
間
業
者

委
託
を
行
っ
て
い
る
の
は
41
市
町

の
う
ち
27
市
町
と
昨
年
度
か
ら
２

市
町
減
少
し
た
。
そ
の
う
ち
31
市

町
が
「
点
検
効
果
額
目
標
」
を

「
定
め
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。
多
く
の
市
町
が
、
数
字
あ
り

き
で
民
間
業
者
に
レ
セ
プ
ト
請
求

金
額
の
削
減
を
行
わ
せ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

国
庫
負
担
の
抜
本
的
増

自
治
体
の
法
定
外
繰
り
入
れ
拡
充
を

　

高
齢
者
、
無
職
・
低
所
得
者
が

多
い
国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
料

負
担
が
重
く
滞
納
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
加
入
世
帯
の
７
割
が
保

険
料
減
免
制
度
を
利
用
し
、
２
割

が
滞
納
す
る
と
い
う
状
況
は
深
刻

で
あ
り
、
加
入
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
な
い
現
状
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
各
市

町
は
独
自
で
法
定
外
繰
り
入
れ
を

行
い
、
保
険
料
を
引
き
下
げ
て
き

た
が
、
国
保
の
都
道
府
県
化
・
保

険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ
り
繰
り

入
れ
総
額
は
年
々
減
少
し
続
け
、

低
い
水
準
に
と
ど
ま
り
、
神
戸
市

な
ど
７
市
町
で
は
法
定
外
繰
入
金

額
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
保
は
市
民
の
助
け
合
い
制
度

で
は
な
く
、
憲
法
25
条
の
生
存
権

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
社
会
保
障

制
度
の
大
切
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
改
善
に
は
、
構
造
的
問

題
の
解
決
と
と
も
に
、
保
険
料
引

き
下
げ
の
た
め
、
抜
本
的
な
国
庫

負
担
増
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に

市
町
に
は
独
自
の
努
力
で
法
定
外

繰
り
入
れ
の
増
額
も
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
保
険
料
を
負
担
し
な

い
と
い
う
理
由
で
、
給
付
に
制
限

を
も
う
け
る
制
度
は
、
低
所
得
者

を
中
心
に
、
そ
の
受
診
の
機
会
を

奪
い
か
ね
ず
、
社
会
保
障
と
し
て

は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。

研
面
究 保険診療のてびき

「児童精神科での不登校の診かた」
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積極財政で積極財政で
社会保障充実を社会保障充実を

　

第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
は

国
会
討
議
を
経
る

こ
と
な
く
今
年
２

月
に
閣
議
決
定
さ

る
新
自
由
主
義
の
徹
底
が
背
景

に
あ
る
と
言
え
る
。

　

電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
二
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
軸
に
し
た
消
費
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
一
次

か
ら
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換

産
生
す
る
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ

ス
は
膨
大
で
、
例
え
ば
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
送
電
ロ
ス
に
お
い

や
っ
て
産
生
す
る
の
か
の
検
討

が
欠
落
し
て
い
る
。
水
素
以
外

の
生
成
物
に
つ
い
て
は
、
窒
素

酸
化
物
を
は
じ
め
と
す
る
汚
染

物
質
の
発
生
へ
の
対
処
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
水
素
は
産
生
効
率
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

電
気
自
動
車
の
普
及
は
再
生

て
直
流
送
電
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
導
入
な
ど
で
大
き
な
省
エ

ネ
効
果
が
見
込
ま
れ
る
が
、
さ

ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。 

　

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
・
合
成

燃
料
・
合
成
メ
タ
ン
な
ど
を
普

及
拡
大
さ
せ
る
シ
ナ
リ
オ
も
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
ど
う

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足
し
が

ち
な
夜
間
の
電
力
需
要
を
拡
大

す
る
。
鉄
道
網
の
再
整
備
に
よ

る
貨
物
輸
送
の
復
興
・
有
効
活

用
は
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
の
観
点
か

ら
は
、
企
業
に
よ
る
大
規
模
・

乱
開
発
で
は
な
く
、
分
散
・
地

産
・
地
消
・
環
境
保
護
を
基
本

と
し
た
自
然
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
が
望
ま
れ
る
。
戸
建

て
や
小
規
模
集
合
住
宅
に
お
い

て
は
、
太
陽
光
発
電
の
み
な
ら

ず
、
廃
棄
時
の
負
担
の
少
な
い

太
陽
温
水
器
や
地
中
熱
の
導
入

が
考
え
ら
れ
る
。
小
水
力
・
揚

水
発
電
や
太
陽
光
発
電
と
電
力

回
線
を
つ
な
ぐ
費
用
の
助
成
制

度
を
整
備
す
れ
ば
、
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
が
も
っ
と

増
え
、
大
規
模
運
用
が
難
し

く
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
農

業
を
再
生
さ
せ
る
手
段
や
地
方

の
過
疎
、
災
害
対
策
と
も
な
り

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本

計
画
の
特
徴
は
、
電
力
需
要
の

増
大
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
の
た
め
に
、
原
発
を
最
大

限
活
用
す
る
、
と
し
た
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
計
画
に
は
多
く
の
疑
念

が
あ
る
。
原
発
の
危
険
性
や
温

暖
化
対
策
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
す
る
問
題
点
に
つ
い

て
、
当
会
は
た
び
た
び
指
摘
し

て
き
た
の
で
、
そ
の
他
の
問
題

点
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

　

Ａ
Ｉ
活
用
を
口
実
に
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
設
置
を
推
進
し
、
急

激
な
電
力
需
要
の
増
大
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
そ
の
需
要
予
測

を
裏
づ
け
る
科
学
的
デ
ー
タ
の

開
示
は
極
め
て
乏
し
い
。

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
異
論

 
―
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
の
問
題
点

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構

造
の
見
直
し
と
い
う
観
点
が
欠

け
て
お
り
、
現
在
の
重
工
業
を

中
心
と
し
た
産
業
構
造
の
存
続

を
当
然
視
し
て
い
る
点
も
問
題

で
あ
る
。
産
業
全
体
を
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
型
へ
と
転
換
し
よ
う
と

い
う
発
想
が
乏
し
く
、「
よ
り

多
く
、
よ
り
儲
け
よ
う
」
と
す

◇
出
席　

 

21
人

◇
情
勢　

県
立
病
院
群
は
深
刻
な

赤
字
に
陥
り
、
24
年
度
は
過
去
最

悪
の
１
２
８
億
円
超
の
経
常
赤
字

で
内
部
留
保
が
枯
渇
し
、
借
入
で

運
営
す
る
綱
渡
り
状
態
。
診
療
報

酬
が
固
定
さ
れ
、
物
価
や
人
件
費

上
昇
が
反
映
さ
れ
な
い
構
造
的
問

題
が
背
景
に
あ
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　
ⅰ
）
神
戸
市

長
選
挙
（
10
月
26
日
投
票
）
に
つ

い
て
、
市
民
に
あ
た
た
か
い
神
戸

を
つ
く
る
会
が
擁
立
す
る
岡
崎
史

典
氏
を
神
戸
支
部
と
と
も
に
県
協

会
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
、
ⅱ
）

「
緊
急
財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
」
医
師

・
歯
科
医
師
署
名
に
つ
い
て
、
会

員
の
50
％
の
賛
同
を
目
標
と
す
る

こ
と
、
ⅲ
）
高
齢
期
運
動
連
絡
会

会
費
の
執
行
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　
ⅰ
）
日
本
医

師
会
独
自
調
査
で
24
年
度
、
医
療

法
人
の
約
４
割
が
赤
字
、
個
人
立

も
経
常
利
益
が
約
２
割
減
少
し
て

い
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
方
針

（
案
）」　

目
標
を
７
７
９
０
人

（
＋
32
人
）
と
し
、
協
会
の
魅
力

を
伝
え
、
役
員
・
会
員
・
事
務
局

が
一
体
と
な
り
会
員
拡
大
を
推
進

す
る
こ
と
、
勤
務
医
対
策
の
強

化
、
25
年
度
後
半
期
共
済
普
及
に

つ
い
て
、
各
制
度
の
普
及
状
況
・

目
標
・
対
策
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会
・「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

兵
庫
県
歯
科
技
工
士
会
・
山
口
陽

司
会
長
と
懇
談
（
９
／
18
）
し
た

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

学
習
会
「
平
和
憲
法
と
暮
ら
し

の
危
機
の
新
段
階
」（
11
／
22
、

講
師
：
青
井
未
帆
学
習
院
大
学
教

授)

の
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

�

（
９
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

藤
田　
　

満
先
生

東
灘
区　

内
・
消
・
循
科

９
月
27
日　

享
年
70
歳

幸
田　

起
泰
先
生

垂
水
区　

歯
科

９
月
28
日　

享
年
65
歳

庄
田　

陽
一
先
生

宝
塚
市　

歯
科

10
月
14
日　

享
年
71
歳

う
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
地
政
学
的
特

徴
を
生
か
し
、
地
熱
発
電
を
推

進
し
、
国
公
立
公
園
内
で
の
地

熱
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
公
営

企
業
を
も
っ
て
行
い
、
乱
開
発

・
環
境
保
護
に
配
慮
す
る
な
ど

の
方
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

を
受
け
て
、
欧
州
で
原
発
の
再

開
、
新
増
設
の
動
き
が
出
て
い

る
。
日
本
政
府
は
こ
れ
に
追
随

し
て
原
発
の
最
大
限
の
活
用
を

提
起
し
て
い
る
が
、
欧
州
に
比

し
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
や

岩
盤
の
不
安
定
さ
な
ど
の
リ
ス

ク
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

　

長
期
的
視
点
に
立
ち
、
科
学

的
デ
ー
タ
の
集
積
に
基
づ
い

た
、
地
域
創
成
、
一
次
産
業
重

視
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
生

活
再
建
に
つ
な
が
り
、
国
際
貢

献
に
も
寄
与
す
る
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
が
望
ま
れ
る
。

日　時　11月30日（日）13時30分～（受付開始：13時10分～）
　　　　13時30分～　映画上映、15時40分～　菊池事件弁護団・大槻倫子弁護士のお話
会　場　�神戸市教育会館
　　　　（JR・阪神「元町駅」より徒歩10分、市営地下鉄「県庁前駅」より徒歩５分）
資料代　500円　　主　催　兵庫「新・あつい壁」上映実行委員会

　映画「新・あつい壁」とは：1951年に発生した菊池事件を描いた、中山節夫監督によるハン
セン病問題、患者とその家族に対する差別の実態を浮き彫りにした映画。
　菊池事件とは：ハンセン病患者とされたＦさんが、殺人事件の犯人とされ、一貫して無実を
主張していたが、「特別法廷」により死刑判決が出され、刑が執行された事件。2020年に熊本
地裁で「特別法廷」は違憲であるとの判決が確定している。現在、再審請求中

お申し込み不要。お問い合わせは、☎078－393－1817まで

ご参加お申し込みは、☎078－393－1807まで

映画「新・あつい壁」上映会と「菊池事件再審請求」の今映画「新・あつい壁」上映会と「菊池事件再審請求」の今
企画紹介

　

政
策
部
は
９
月
13
日
、
政
策
研

究
会
「
財
政
破
綻
論
の
誤
り
」
を

協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
。
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
の
朴
勝
俊
先
生
を
講
師
と

し
て
、
32
人
が
参
加
し
た
。

　

朴
先
生
は
、
日
本
の
財
政
の
危

機
を
煽
る
財
政
破
綻
論
者
が
、
医

療
・
社
会
保
障
削
減
を
進
め
て
い

る
と
指
摘
し
、
財
政
破
綻
論
に
具

政策研究会「財政破綻論の誤り」

体
的
に
反
論
し
た
。

　

政
府
支
出
を
増
加
さ
せ
た
国
ほ

ど
経
済
が
成
長
し
て
き
た
と
い
う

相
関
関
係
が
あ
る
と
の
デ
ー
タ
を

示
し
、
政
府
が
国
債
を
発
行
し
て

財
政
支
出
を
す
る
こ
と
で
、
民
間

の
預
金
（
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
）
を

増
加
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
徴
税

は
そ
の
効
果
を
打
ち
消
す
こ
と
を

財
政
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
詳

細
に
説
明
。
日
米
な
ど
の
先
進
国

の
自
国
通
貨
建
て
国
債
は
、
国
内

金
融
機
関
が
国
債
を
購
入
す
る
た

め
に
財
政
破
綻
の
リ
ス
ク
が
低
い

と
解
説
し
た
。

　

ま
た
、「
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に

な
る
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
日
本
は
、
Ｇ
７
・
ギ
リ
シ
ャ

と
比
較
し
て
、
債
務
残
高
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
高
い
も
の
の
、
利
払
費

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
や
対
外
政
府
債
務

が
低
く
、
経
常
収
支
黒
字
、
対
外

純
資
産
が
高
い
た
め
、
破
綻
の
リ

ス
ク
は
低
い
と
分
析
。

　

た
だ
し
、
国
債
発
行
は
無
制
限

に
行
っ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、

イ
ン
フ
レ
が
加
速
し
な
い
よ
う
累

進
課
税
を
し
っ
か
り
行
い
、
景
気

が
良
く
な
っ
た
ら
税
収
が
増
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
社
会
保
障
や
保
育
な
ど
、

ケ
ア
の
た
め
の
財
政
支
出
が
ま

ず
重
要
で
あ
り
、
そ
し
て
「
グ

リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」

に
よ
り
、
脱
炭
素
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
改
革
、
雇
用
増
加
等
の
実
現

が
必
要
と
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
積
極
財
政
の

必
要
性
を
訴
え
た
朴
氏
　
　
　
　
　

「STOP！命を奪う政治
オール近畿アクション2025」にご参加を

兵庫県保険医協会
政策・運動・広報委員会

ストップ「命を奪う政治」――薬の保険外し・病院削減を許すな！
　自民・公明・維新の３党は、医療費４兆円削減や病床11万床削減などの「医
療改悪案」に合意しました。「骨太の方針2025」でも、薬の保険外しやさらな
る病床削減を閣議決定しています。医療を守るはずの政治が、いま国民の命を
危険にさらしています。
　物価高の中で診療報酬は上がらず、医療・介護現場は深刻な人手不足と経営
難に直面しています。地域医療を守るためには、診療報酬の大幅引き上げが急
務です。さらに、保険証廃止は国民の医療を受ける権利を奪うものであり、有
資格者全員への保険証交付を法改正で実現すべきです。
　一方で、防衛費は倍増し、社会保障費は削減。カジノ推進や大企業優遇で国
民生活を犠牲にする――これが「命を奪う政治」です。いまこそ声を上げ、政
治の流れを変えましょう。
　私たちは、医療と暮らしを守るために行動します。ぜひ、この集会にご参加
ください。

日　時　2025年11月１日（土） 15時～16時30分 
場　所　大阪・難波御堂筋ホール b２ホール

※�会員の先生、ご家族、スタッフ
の方等ご参加いただいた方に
は、協会規定により、交通費を
お支払いいたします。

アクセス：
Osaka Metro 御堂筋線「なんば」駅・
中改札から徒歩１分。13号出口直結。
なおJR、南海、近鉄、阪神でお越し
の場合も地下からお越しいただき、13
号出口をご利用ください。

まだの先生は今すぐ署名を！
「緊急財政措置と診療報酬の
　大幅引き上げを求める
　医師・歯科医師署名」
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灘区・歯科　　鈴田　明彦

王子公園再整備事業は
進行している

会
員
投
稿
「
神
戸
市
長
選
挙
」

会
員
投
稿
「
神
戸
市
長
選
挙
」

投
票
に
行
こ
う
！

投
票
に
行
こ
う
！
KOBE

政策解説㊦

こども医療費無料化
　　　未実施は神戸市だけ

神
戸
市
長

神
戸
市
長

　
 

選選 

挙挙

特 集

10
月
26
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
神
戸
市
長
選
挙
に
あ
た
り
、
神
戸

市
政
を
解
説
す
る
第
２
回
は
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
」
を
取
り
上
げ

る
。中

３
ま
で
40
市
町
高
３
ま
で
30
市
町
無
料

　

政
府
の
社
会
保
障
費
抑
制
政
策

が
続
き
、
窓
口
負
担
引
き
上
げ
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
負
担
軽
減

を
は
か
る
た
め
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
努
力
で
行
っ
て
い
る
の
が
、

福
祉
医
療
制
度
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
は
「
安
心
し
て
医
療

を
受
け
た
い
」
と
い
う
当
事
者
の

切
実
な
願
い
に
よ
っ
て
前
進
し
て

き
て
お
り
、
特
に
こ
の
20
年
ほ
ど

で
、
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
と
す
る
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
は
大
き
く
拡
充
さ
れ
、
県
内

で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
中
学

３
年
生
ま
で
の
無
料
化
が
実
現

し
、
さ
ら
に
高
校
生
世
代
ま
で
の

無
料
化
が
進
ん
で
い
る
。

20
年
前
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料

制
度
は
多
く
の
自
治
体
で
入
院
の

み
が
対
象
だ
っ
た
が
、
２
０
１
３

年
度
に
は
県
内
の
約
半
数
の
20
市

町
が
中
学
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も

医
療
費
を
通
院
・
入
院
と
も
無
料

に
し
、
24
年
度
で
は
、
40
市
町

（
う
ち
32
市
町
が
所
得
制
限
な

し
、
尼
崎
市
・
豊
岡
市
は
住
民
税

非
課
税
世
帯
限
定
）
ま
で
広
が

り
、
神
戸
市
以
外
の
県
内
す
べ
て

の
自
治
体
で
、
中
３
ま
で
無
料
に

す
る
制
度
が
で
き
て
い
る
（
上

図
）。

　

さ
ら
に
高
校
生
世
代
ま
で
の
無

料
化
も
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
、

24
年
度
に
は
30
市
町
（
う
ち
26
市

町
が
所
得
制
限
な
し
）
と
県
内
の

約
７
割
の
自
治
体
を
占
め
て
い

る
。
来
年
１
月
か
ら
西
宮
市
も
無

料
化
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

神
戸
市
は
ど
う
か
。
神
戸
市
で

も
、「
神
戸
・
市
民
要
求
を
実
現

す
る
会
」
な
ど
の
団
体
が
中
心
と

な
っ
て
署
名
に
取
り
組
む
な
ど
、

「
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
」
と

の
運
動
が
広
が
り
、
徐
々
に
所
得

制
限
の
撤
廃
や
対
象
拡
大
な
ど
、

制
度
の
拡
充
を
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
神
戸
市
で
は
通
院
が

無
料
と
な
る
の
は
２
歳
児
ま
で

で
、
３
歳
〜
高
校
３
年
生
ま
で
は

１
日
４
０
０
円
（
２
割
負
担
）、

月
２
回
ま
で
の
負
担
が
か
か
る

（
表
）。
あ
く
ま
で
「
無
料
化
」

は
し
な
い
と
の
立
場
で
あ
る
。

公
約
を
反
故
に
し「
無
料
化
」

を
頑
な
に
拒
む
久
元
市
長

　

な
ぜ
こ
こ
ま
で
無
料
に
背
を
向

け
る
の
か
。
も
と
も
と
久
元
現
市

長
は
、
初
当
選
時
（
２
０
１
３

年
）
の
市
長
選
挙
で
は
、「
中
学

卒
業
ま
で
医
療
費
を
ゼ
ロ
に
し
ま

す
（
選
挙
公
報
）」
を
公
約
に
掲

げ
て
い
た
。
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

協
会
神
戸
支
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

対
し
て
も
「
中
学
３
年
生
ま
で
の

入
院
・
通
院
の
無
料
化
に
は
賛
成

で
す
」
と
回
答
、
当
選
後
に
も

「
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
に
つ
い
て
、
段
階
的
か
つ
速

や
か
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
７
年
に
こ
れ

ま
で
の
意
見
を
翻
し
「
将
来
の
財

政
負
担
を
考
え
る
と
一
部
負
担
が

必
要
」
と
無
料
化
は
行
わ
な
い
考

え
を
示
し
た
。

　

昨
年
に
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
に
「
神
戸
市
が
こ
ど
も
医
療
費

を
無
償
化
し
な
い
理
由
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、「（
神
戸
市

は
）
先
端
医
療
や
高
度
な
専
門
医

療
病
院
が
集
積
し
て
い
ま
す
が
、

る
。
無
料
に
す
る
と
、
子
ど
も
が

そ
う
い
っ
た
病
院
に
殺
到
し
て
、

パ
ン
ク
す
る
恐
れ
が
あ
る
」（
神

戸
市
公
式
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
、
２
０
２
２

年
12
月
22
日
）
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　

確
か
に
中
央
区
に
は
、
県
立
こ

ど
も
病
院
や
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
、
神
戸
大
学

病
院
な
ど
の
大
病
院
が
集
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
病
院

は
救
急
を
除
き
、
か
か
り
つ
け
医

か
ら
の
紹
介
が
な
い
と
受
診
で
き

ず
「
子
ど
も
が
殺
到
」
と
い
う
状

況
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
中
央
区

以
外
の
地
域
で
は
、
小
児
救
急
・

入
院
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が

少
な
い
。
市
民
の
要
望
を
受
け
、

北
区
の
済
生
会
兵
庫
県
病
院
が
一

次
救
急
の
受
け
入
れ
を
一
部
昨
年

か
ら
再
開
し
た
も
の
の
、
夜
間
の

対
応
は
困
難
な
状
況
だ
。
小
児
が

入
院
で
き
る
病
院
は
灘
区
・
兵
庫

区
・
垂
水
区
に
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
心
配
す
べ
き
は

「
過
剰
受
診
」
で
は
な
く
、
必
要

な
受
診
・
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

医
療
体
制
の
充
実
と
あ
わ
せ

て
、
経
済
的
理
由
で
受
診
を
た
め

ら
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
。

　

協
会
が
県
内
で
こ
ど
も
医
療
費

無
料
化
が
広
が
っ
た
２
０
１
２
年

度
か
ら
17
年
度
に
か
け
て
県
内
の

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
の
受
診

者
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
受
診

者
数
は
約
４
％
減
少
し
て
い
た
。

　

全
国
的
に
も
、
医
療
費
無
料
化

が
広
が
っ
て
も
、
医
療
費
も
無
駄

な
受
診
も
増
え
て
い
な
い
。
２
０

０
２
年
か
ら
17
年
ま
で
の
15
年
間

に
医
療
費
全
体
が
12
兆
円
増
加
し

た
中
、
０
〜
19
歳
の
医
療
費
の
増

加
は
０
・
５
兆
円
に
と
ど
ま
り
、

レ
セ
プ
ト
件
数
は
横
ば
い
、
時
間

外
受
診
件
数
は
む
し
ろ
減
少
傾
向

に
あ
る
（
本
田
孝
也
先
生
〈
長
崎

県
保
険
医
協
会
会
長
〉
調
査
）。

　

そ
も
そ
も
、
子
ど
も
は
病
院
や

医
療
機
関
受
診
を
嫌
が
る
こ
と
が

多
く
、「
無
料
に
な
れ
ば
殺
到
す

る
」
と
い
う
想
定
は
実
態
に
そ
ぐ

わ
な
い
。

名
古
屋
市
・
さ
い
た
ま
市
も

18
歳
ま
で
無
料
実
施

　

す
で
に
「
人
口
が
１
０
０
万
人

以
上
の
自
治
体
」
で
は
、
名
古
屋

市
と
さ
い
た
ま
市
が
所
得
制
限
な

し
に
18
歳
ま
で
の
通
院
・
入
院
と

も
医
療
費
を
無
料
に
し
、
仙
台
市

も
２
０
２
６
年
度
か
ら
の
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

神
戸
市
で
も
、
子
ど
も
の
健
康

に
不
安
が
あ
る
と
き
に
、
経
済
的

負
担
を
気
に
せ
ず
に
、
ど
の
子
ど

も
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
高
３
ま
で
無
料
の
実
施
に
必

要
な
金
額
は
22
億
円
で
、
市
の
予

算
の
た
っ
た
２
％
で
あ
る
。

　

今
回
の
選
挙
の
立
候
補
者
で

は
、
久
元
氏
は
協
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
対
し
「
制
度
持
続
の
た
め
に

一
定
の
負
担
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
」
と
回
答
。

　

協
会
・
神
戸
支
部
が
推
薦
す
る

岡
崎
史
典
氏
は
「
高
校
３
年
生
世

代
ま
で
医
療
費
を
完
全
無
料
に
す

る
」
と
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
る
。

　

五
島
だ
い
す
け
氏
は
公
約
で

「
こ
ど
も
医
療
費
18
歳
ま
で
完
全

無
料
」
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
氏

は
自
民
党
市
議
で
あ
っ
た
時
、
市

議
会
で
こ
ど
も
医
療
費
無
料
を
求

め
る
請
願
や
陳
情
に
反
対
し
て
き

た
。
木
島
ひ
ろ
つ
ぐ
氏
は
こ
ど
も

医
療
費
に
関
す
る
公
約
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。

　

神
戸
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は
、
入
院
だ
け
で

な
く
、
外
来
も
含
め
て
、
高
校
生

３
年
生
世
代
ま
で
、
所
得
制
限
の

な
い
完
全
無
料
化
を
実
現
す
る
市

政
が
求
め
ら
れ
る
。

2013年度 2014年度 2016年度 2017年度～ 2021年10月～ 2023年10月～

中３までの通
院助成（入院
無料）

０歳児：無料

１～３歳未満：無料

３歳～小３まで
県と同じ（１日800円等）

３歳～中３まで
１日500円（２割
負担）、月２回
までに

３歳～中３まで
１日400円（月２回まで）に小４～中３まで

県と同じ（２割負担）

所得制限 ０～３歳未満のみなし 所得制限を撤廃

高３世代まで
の助成

入院無料

通院：１日400円
（月２回まで）に

所得制限 なし

　

住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
の

請
求
人
、
原
告
の
１
人
と
し
て
行

政
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
る
裁

判
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

王
子
公
園
の
土
地
の
一
部
陸
上

競
技
場
を
含
む
東
側
が
売
却
、
こ

の
10
月
１
日
か
ら
工
事
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
（
上
図
）。

　

陸
上
競
技
場
は
封
鎖
さ
れ
、
園

路
の
一
部
が
通
行
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
す
（
写
真
下
）。

　

も
と
も
と
王
子
公
園
周
辺
は
王

子
神
社
が
あ
り
、
１
９
５
６
（
昭

和
31
）
年
の
兵
庫
国
体
が
開
催
さ

れ
る
に
伴
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
諏
訪
山
に
あ
っ
た
動
物
園

を
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に

開
催
さ
れ
た
神
戸
博
覧
会
の
跡
地

に
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
原

田
の
森
（
王
子
公
園
）
に
移
転
。

象
の
諏
訪
子
さ
ん
が
王
子
動
物
園

ま
で
国
体
道
路
を
歩
い
て
移
動
し

た
こ
と
は
有
名
な
話
で
す
。

　

神
戸
市
内
で
昭
和
30
年
当
時
の

ま
ま
の
風
景
は
王
子
公
園
周
辺
の

み
で
す
。

　

王
子
公
園
の
縮
小
、
プ
ー
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
廃
止
…
老
朽
化

に
伴
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
備

さ
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
で
す

が
、
し
か
し
大
学
は
要
ら
な
い
で

す
。
神
戸
市
民
の
た
め
に
再
整
備

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

北
側
に
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
が

近
く
の
王
子
プ
ー
ル
も
取
り
壊
さ

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
遊
び
場

だ
っ
た
プ
ー
ル
を
奪
わ
な
い
で
ほ

し
い
で
す
。

　

幼
稚
園
の
先
生
た
ち
が
園
庭
に

プ
ー
ル
を
作
り
、
園
児
た
ち
を
遊

ば
せ
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
家
庭
の
た
め
に

も
大
学
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
王

子
公
園
の
充
実
、
遊
園
地
を
作
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
く
市
民
に
訴
え

て
い
き
活
動
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

王
子
公
園
内
の
王
子
動
物
園

王
子
公
園
再
整
備
計
画

大
学
へ
の
土
地
引
き
渡
し
で
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
公
園
内　
　
　
　
　
　

表　神戸市のこども医療費負担の推移

窓
口
負
担
を
完
全
に

無
料
化
す
る
こ
と
で

過
剰
受
診
に
よ
る
医

療
費
の
増
大
を
招
く

恐
れ
」「
窓
口
負
担

が
僅
少
で
あ
る
こ
ど

も
医
療
費
が
増
加

し
、
国
等
か
ら
の
公

費
が
一
定
で
あ
る
場

合
に
は
、
保
険
料
負

担
が
必
然
的
に
増

加
」
す
る
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、「
人
口
が

１
０
０
万
人
以
上
の

自
治
体
で
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料

に
し
て
い
る
例
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
と
い

う
の
は
、
大
都
市
に

は
規
模
が
大
き
く
高

度
な
医
療
が
で
き
る

病
院
が
集
ま
っ
て
い

▶
中
３
ま
で
無
料
化
の
実
施
状
況
。
神
戸
市
の
み
無
料
制
度
が
な
い
。
32
市
町
は
所
得
制
限
も
撤
廃
さ
れ
て
い
る
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医科保険請求

〈労災保険（その２）〉

Q１　労災保険の患者に診察を行っ
たが、健康保険の初診料（270点）
に１点12円で算出した額で請求する
のか。
A１　労災保険の初診料および再診
料は原則として、労災診療費で定め
られた金額で請求することになりま
す。初診料は3,850円で、同一日に
複数科を受診した時の初診料は、
1,930円を算定します。
　診療所および200床未満の病院の
再診料は1,420円です。200床以上の
病院の場合のみ健康保険点数表（診
療報酬）に準拠して外来診療料74点
（１点12円。非課税医療機関は11円
50銭）を算定します。
　その他、時間外・休日・深夜など
に診療を行った場合も、健康保険点
数表に準拠した加算が算定できま
す。

Q２　労災保険の再診料を算定する
場合に、外来管理加算は健康保険と
同様に算定できるか。
A２　算定できます。さらに、労災
の特例として、健康保険では「外来
管理加算」を算定できない検査や処
置等を行った場合でも、「外来管理

加算」の点数52点に満たない検査や
処置等の点数を１つだけ算定する場
合には算定できます。例えば、再診
で「消炎鎮痛等処置」（35点）のみ
を行った場合、健康保険では「外来
管理加算」を算定できませんが、労
災では算定できます。

Q３　労災保険の患者に同一月内に
CTを２回行ったが、２回目の撮影
料は100分の80に減額して請求する
必要があるのか。
A３　労災保険ではCTおよびMRIが
同一月に２回以上行われた場合、当
該月の２回目以降の撮影料は、減額
せずにそれぞれ所定点数を算定しま
す。

Q４　消炎鎮痛等処置を複数の部位
に行った場合、それぞれ算定するこ
とは可能か。
A４　健康保険では消炎鎮痛等処置
は、疾病、部位または部位数にかか
わらず１日につき所定点数により算
定するとされていますが、労災保険
では、消炎鎮痛等処置（湿布処置を
除く）にかかる点数は、１日に３部
位（局所）まで算定できます。

「
宝
島
」

白岩一心

204

　

２
０
１
８
年
下
半
期
第
１
６

０
回
直
木
賞
受
賞
作
品
「
宝

島
」（
作
：
真
藤
順
丈
氏
）
の

実
写
映
画
化
注
目
作
「
宝
島
」

を
紹
介
し
ま
す
。
戦
後
沖
縄
を

舞
台
に
、
歴
史
に
は
刻
ま
れ
な

い
真
実
を
作
家
自
身
の
７
年
間

の
取
材
に
基
づ
い
て
描
い
た
、

圧
巻
の
傑
作
小
説
で
す
。
多
く

の
読
者
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
説
が
あ
ま
り
に
も
す
ご

い
迫
力
の
た
め
、
映
画
と
小
説

の
比
較
が
興
味
深
い
で
す
。
ス

ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

悲
し
み
の
沖
縄
戦
後
７
年
…

１
９
５
２
年
、
米
軍
統
治
下
の

沖
縄
。
嘉
手
納
米
軍
基
地
を
襲

撃
し
て
物
資
を
奪
い
、
島
民
や

困
窮
す
る
人
た
ち
に
分
け
与
え

る
「
戦
果
ア
ギ
ヤ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
若
者
た
ち
が
暴
れ
て
い
ま

し
た
が
、
彼
ら
は
あ
る
一
面

「
英
雄
」。

　

そ
ん
な
戦
果
ア
ギ
ヤ
ー
と
し

て
、
い
つ
か
「
大
き
な
戦
果
」

を
あ
げ
る
こ
と
を
夢
見
る
グ
ス

ク
、
ヤ
マ
コ
、
レ
イ
の
幼
な
じ

み
の
若
者
３
人
と
、
彼
ら
に
と

っ
て
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
の
オ

ン
。
し
か
し
あ
る
夜
の
襲
撃
で

「
予
定
外
の
戦
果
」
を
手
に
入

れ
た
オ
ン
は
、
そ
の
ま
ま
消
息

を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
３
人
は
オ
ン
の
姿

を
追
い
な
が
ら
生
き
、
グ
ス
ク

は
刑
事
に
、
ヤ
マ
コ
は
教
師

に
、
そ
し
て
レ
イ
は
ヤ
ク
ザ
に

な
り
、
20
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
は
、
沖
縄
現
代

史
を
鋭
く
伝
え
て
い
ま
す
。
青

年
た
ち
は
、
米
国
に
支
配
さ

れ
、
本
土
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ

た
環
境
で
、
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
現
実
に
、
や
り
場
の
な
い

怒
り
を
募
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

オ
ン
が
基
地
か
ら
持
ち
出
し
た

機
密
物
を
追
い
、
米
軍
も
動
き

出
し
始
め
て
い
き
ま
す
…
。

　

１
９
７
０
年
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
へ
と
沖
縄
か
ら
飛
行
す
る
米

軍
兵
た
ち
は
荒
れ
、
島
内
で
の

交
通
事
故
を
契
機
に
コ
ザ
暴
動

勃
発
。
米
軍
の
理
不
尽
な
支
配

に
も
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
沖
縄

県
民
の
心
情
も
映
画
で
は
描
か

れ
、
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

　

親
友
で
あ
る
オ
ン
の
痕
跡
を

追
う
主
人
公
グ
ス
ク
役
を
妻
夫

木
聡
さ
ん
、
交
際
中
で
オ
ン
の

帰
り
を
信
じ
て
待
ち
続
け
る
ヤ

マ
コ
役
を
広
瀬
す
ず
さ
ん
、
オ

ン
の
弟
で
あ
り
消
え
た
兄
の
影

を
追
い
求
め
て
ヤ
ク
ザ
に
な
る

レ
イ
役
を
窪
田
正
孝
さ
ん
、
３

人
の
英
雄
的
存
在
で
あ
り
な
が

ら
も
立
場
が
異
な
る
オ
ン
役
を

永
山
瑛
太
さ
ん
、
４
人
が
熱

演
。

　

米
軍
基
地
支
配
が
現
在
も
続

く
沖
縄
。
本
当
の
沖
縄
の
平
穏

を
願
い
つ
つ
、
鑑
賞
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

小
説

の
す
ご
み
と
映
画
の
醍
醐
味
の

比
較
を
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
平

和
を
問
い
な
が
ら
鑑
賞
し
て
ほ

し
い
作
品
で
す
。

　

今
後
の
沖
縄
の
行
方
を
占

い
、
グ
ス
ク
の
セ
リ
フ
「
人
間

を
信
頼
し
、
諦
め
な
い
よ
」

は
、
沖
縄
が
、
宝
の
島
（
深
い

信
念
）
が
生
ん
だ
、
か
け
が
え

の
な
い
叫
び
と
思
え
る
超
大
作

で
す
。

�

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ「宝島」製作委員会

会場で販売したウクライナ出身アー
ティストの絵画やアクセサリー　　

河村氏が患者にわかりやすく情報を
届けるための生成AI活用法を紹介　

感 想 文

Ａ
Ｉ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
時
代
の

医
療
機
関
づ
く
り

国
際
部
／
西
宮
・
芦
屋
支
部

国
際
部
／
西
宮
・
芦
屋
支
部  

市
民
公
開
講
演
会

市
民
公
開
講
演
会

　

神
戸
支
部
は
９
月
20
日
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会

「
医
院
の
魅
力
を
伝
え
る
ネ
ッ
ト

・
Ａ
Ｉ
活
用
術
～
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

活
用
、
口
コ
ミ
、
Ａ
Ｉ
対
策
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
活
用

～
」
を
開
催
。
株
式
会
社
日
本
経

営
の
河
村
伸
哉
氏
が
講
師
を
務

め
、
57
人
（
来
場
22
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
35
人
）
が
参
加
し
た
。
丸
山

真
理
子
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

近
ご
ろ
話
題
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

文
章
や
動
画
の
作
成
だ
け
で
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
の

講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
河
村
伸
哉
先
生
は
、
医

療
機
関
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

を
手
が
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

も
詳
し
い
方
で
す
。
ご
自
身
の
会

社
で
も
Ａ
Ｉ
に
文
章
の
指
示
や
資

料
を
入
力
し
て
、
質
の
高
い
答
え

を
得
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

に
役
立
て
て
い
る
と
の
お
話
が
印

象
的
で
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
、

Google

検
索
で
上
位
に
表
示
さ
れ

る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
で
す
。

最
近
は
「
Ａ
Ｉ
検
索
」
の
登
場
に

よ
り
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
有

料
登
録
の
効
果
が
薄
れ
る
可
能
性

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
、
検
索
さ
れ

た
い
疾
患
名
ご
と
に
ペ
ー
ジ
を
作

る
、
文
章
量
を
増
や
す
と
い
っ
た

工
夫
が
役
立
つ
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
「
ど
ん
な
患
者

さ
ん
に
来
て
ほ
し
い
か
」
を
意
識

し
て
、
検
索
に
引
っ
か
か
る
言
葉

を
選
ぶ
こ
と
の
重
要
性
も
心
に
残

り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
予
約
に
つ
な
が

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
で

す
。
特
に
、
ス
ク
ロ
ー
ル
し
た
最

初
の
部
分
に
何
を
書
く
か
が
大
事

で
あ
る
と
の
こ
と
。
実
際
の
成
功

例
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら
れ
そ
う

な
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
新
規
開
業
時
の

公
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
Ａ
Ｉ
に

文
章
を
作
ら
せ
る
際
の
工
夫
ま

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
実
践

的
で
役
立
つ
内
容
で
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
て
学
ん

だ
の
は
、
患
者
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
情
報
を
届
け
る
た
め
の

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
法
で
す
。
私

自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
独

自
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
Ａ
Ｉ

の
力
を
借
り
、
定
期
的
に
見
直

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
同
時
に
感
じ
た
の
は
、

ど
れ
ほ
ど
Ｗ
ｅ
ｂ
を
工
夫
し
て

　

２
０
２
５
年
９
月
20
日
お
彼
岸

前
だ
と
言
う
の
に
ま
だ
暑
い
土
曜

日
に
、
市
民
公
開
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。
講
師
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
在

　

国
際
部
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
が
９
月
20
日
に
開
催
し
た
、
市
民
公
開

講
演
会
「
報
告 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
現
在
と
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」（
講
師
：
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド

国
立
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
講
師　

丸
山
美
和
氏
、
前
号
既
報
）。
半
田
伸

夫
先
生
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

も
、
患
者
さ
ん
に
ま
た
来
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か

は
、
結
局
の
と
こ
ろ
診
療
の
質
や

ス
タ
ッ
フ
の
温
か
さ
、
そ
し
て
日

々
の
信
頼
関
係
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｉ
は
頼
も

し
い
助
け
に
な
り
ま
す
が
、
最
後

に
患
者
さ
ん
の
心
を
支
え
る
の
は

私
た
ち
自
身
な
の
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

（
な
お
、
こ
の
文
章
は
執
筆
後
Ａ

Ｉ
に
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
添

削
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
）

【
明
石
市
・
歯
科　

丸
山
真
理
子
】

住
で
、
国
立
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
、　

自
身

も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
活
動
に
携
わ

っ
て
い
る
丸
山
美
和
さ
ん
で
あ

る
。
毎
年
一
時
帰
国
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
も
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。

　

戦
争
が
長
引
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市

民
の
数
も
増
え
る
に
従
い
、
両
国

市
民
の
間
に
は
徐
々
に
軋
轢
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
ひ
ど
い
と
き
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ヘ
イ
ト
運
動
も
起

こ
っ
て
い
る
と
い
う
。
学
校
で
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
差
別
、
い
じ

め
、
言
葉
の
壁
な
ど
、
多
く

の
問
題
を
か
か
え
て
、
危
険

を
承
知
で
帰
国
す
る
人
も
多

い
。

　

丸
山
さ
ん
は
、
そ
ん
な
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
を
見
る
べ

く
キ
ー
ウ
に
向
か
っ
た
と
こ

ろ
、
滞
在
し
た
ホ
テ
ル
の
す

ぐ
近
く
で
ロ
シ
ア
の
ド
ロ
ー

ン
攻
撃
を
経
験
し
た
。
当
初

状
況
が
理
解
で
き
な
か
っ
た

が
、
分
か
っ
た
と
た
ん
に
震
え
が

と
ま
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
恐
怖
を

覚
え
た
と
い
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

府
も
兵
士
の
確
保
に
困
窮
し
て
い

て
、
路
上
を
歩
い
て
い
る
男
性
が

Ｔ
Ｃ
Ｃ
と
い
う
機
関
に
拉
致
さ

れ
、
簡
単
な
訓
練
で
前
線
に
兵
士

と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
遺
骨
と
な

っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
部

で
も
右
派
の
大
統
領
が
選
任
さ

れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
と
距
離
を

置
こ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
ロ

シ
ア
側
の
正
当
性
に
理
解
を
示
す

人
も
い
る
が
、
丸
山
さ
ん
は
す
べ

て
ロ
シ
ア
に
よ
る
情
報
操
作
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
注
意
し
て
ほ
し

い
と
呼
び
か
け
た
。

　

彼
女
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
販
売
し
、

そ
の
全
額
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市

民
援
助
活
動
に
寄
付
し
て
い
る
。

私
も
美
し
い
絵
葉
書
を
何
点
か
買

い
求
め
た
。

　

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
支
援
を
す
る
ぐ
ら
い
な

ら
、
能
登
の
被
災
地
支
援
に
も
っ

と
資
金
援
助
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
る
。
そ
の
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
日
本
も
国
際
社
会
の
一
員
で

あ
り
、
正
し
い
情
報
を
得
る
機
会

は
極
め
て
大
事
な
こ
と
だ
。
そ
ん

な
機
会
を
摘
み
取
っ
て
は
い
け
な

い
。
今
回
の
講
演
は
非
常
に
貴
重

な
も
の
だ
と
感
じ
た
。

【
西
宮
市　

半
田
　
伸
夫
】

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
現
在
と

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

報 告
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お
金
と
は
何
か
？　
そ
の
２

心
身
医
学
会

関
西
万
博
は
成
功
か
？

―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ん
さ
い
熱
視
線
を
観
て
、
考
え
た
―

小
野
市
・
歯
科　
　

幸
田　

雄
策

灘
区　
　

岡
本　

好
司

川
西
市
・
歯
科　
　

島
津　

俊
二

（
10
月
５
日
付
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

現
代
経
済
学
は
実
際
の
経
済
が

貨
幣
経
済
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
お
金
と
は
何
か
？　

の
問
い

に
何
の
答
え
も
持
つ
こ
と
な
く
発

展
さ
せ
て
き
た
と
い
う
致
命
的
欠

陥
を
持
つ
。

　

お
金
が
通
用
す
る
理
由
は
、
借

金
を
す
れ
ば
わ
か
る
。
借
金
は
返

さ
な
け
れ
ば
国
に
よ
っ
て
強
制
執

行
力
を
発
揮
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
借
金
を
返
す
こ
と
の

た
め
に
偽
の
お
金
を
作
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
、
本
物
の
お
金
を
経
済

的
行
為
を
行
い
、
稼
ぐ
こ
と
に
よ

っ
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
縛
り
が
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
お
金
が
本
物
の
お
金

と
し
て
通
用
す
る
真
の
理
由
で
あ

る
。
本
物
の
お
金
と
は
日
銀
と
財

務
省
が
発
行
す
る
お
金
の
こ
と
で

あ
る
。
あ
る
い
は
民
間
銀
行
が
政

府
か
企
業
か
家
計
に
よ
っ
て
貸
し

借
り
で
、
す
な
わ
ち
信
用
創
造
に

よ
っ
て
生
み
出
す
お
金
の
こ
と
で

あ
る
。

　

信
用
創
造
に
は
二
つ
あ
る
。
国

債
を
発
行
し
て
生
み
出
す
お
金
と

民
間
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
生
み
出
す
お
金
で
あ
る
。

　

国
債
を
発
行
す
る
場
合
は
、
そ

の
国
債
を
民
間
銀
行
が
買
い
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
銀
当
座
預

金
と
い
う
民
間
銀
行
が
日
銀
に
預

け
て
あ
る
お
金
が
政
府
に
わ
た

り
、
一
旦
は
日
銀
当
座
預
金
が
減

少
す
る
が
、
政
府
は
そ
の
お
金
を

民
間
に
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
預

金
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
時
再
び
日

銀
当
座
預
金
が
増
加
す
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
日
銀
当
座
預
金
は
ほ

ん
の
少
し
の
時
間
差
は
あ
る
が
増

え
も
し
な
け
れ
ば
減
り
も
し
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
信
用
創
造
と

同
じ
で
あ
る
。

　

民
間
が
借
り
入
れ
を
行
う
場
合

は
、
民
間
銀
行
に
借
り
入
れ
証
書

を
発
行
し
、
民
間
銀
行
は
、
そ
れ

を
受
け
取
り
、
代
わ
り
に
日
銀
当

座
預
金
の
使
用
許
可
を
与
え
る
の

と
同
時
に
預
金
通
帳
に
預
金
を
書

き
込
み
、
お
金
を
作
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
通
常
の
信
用
創
造
で

あ
る
。

　

関
西
万
博
も
閉
会
を
迎
え
ま
し

た
。
Ｔ
Ｖ
で
は
連
日
、
惜
し
む
声

を
連
発
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
当
に
成
功
と
言
っ
て
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

当
初
よ
り
、
Ｉ
Ｒ
の
問
題
、
埋

め
立
て
地
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
問

題
と
ま
だ
ま
だ
検
証
途
上
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
も

問
題
と
思
わ
れ
る
の
が
『
工
事
費

未
払
問
題
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
報
告
さ

れ
た
内
容
を
紹
介
し
、
私
見
も
述

べ
ま
す
。
未
払
の
問
題
は
海
外
パ

ビ
リ
オ
ン
に
集
中
し
て
お
り
、
９

力
国
の
未
払
の
た
め
に
38
社
が
未

払
の
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
万
博
も
終
わ
り
を
告
げ
た

の
に
、
い
ま
な
お
苦
し
ん
で
い
る

会
社
が
い
る
の
か
。
そ
し
て
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
中
小
零
細
企
業
で
あ

り
、
国
の
事
業
で
あ
る
万
博
を
成

功
に
導
き
た
い
と
感
じ
、
自
己
犠

牲
を
惜
し
ま
ず
会
期
に
間
に
合
う

よ
う
努
力
し
た
事
業
者
で
あ
っ
た

の
に
悲
し
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

最
大
の
原
因
は
「
工
期
の
短

さ
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
の
ド
バ

イ
万
博
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期

に
な
り
、
準
備
期
間
が
一
年
間
短

縮
さ
れ
、
ま
た
国
内
で
は
建
築
費

の
高
騰
、
ま
し
て
人
手
不
足
が
問

題
の
根
底
に
あ
り
、
開
催
自
体
を

危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

博
覧
会
協
会
が
「
23
年
末
ま
で

に
工
事
を
開
始
す
れ
ば
間
に
合
い

ま
す
」
と
発
言
す
る
と
、
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
が
「
工
事
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
の
に
、
根
拠
の
な
い

発
言
だ
」「
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
は

な
お
さ
ら
開
に
合
わ
な
い
」
と
注

意
喚
起
し
た
（
22
・
９
）
よ
う

で
、
博
覧
会
側
が
発
言
を
軌
道
修

正
し
た
の
は
博
覧
会
側
の
認
識
の

甘
さ
を
露
呈
し
た
会
見
で
し
た
。

　

そ
の
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
工

事
も
ほ
と
ん
ど
が
国
内
パ
ビ
リ
オ

ン
や
施
設
か
ら
で
、
そ
の
建
設
に

関
わ
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
だ
っ
た
の
で
す
。
未
払

い
の
な
い
国
内
施
工
に
ゼ
ネ
コ
ン

が
集
中
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

進
ま
ぬ
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
問
題

で
大
阪
府
と
博
覧
会
協
会
が
助
け

を
求
め
た
の
が
、
大
阪
近
郊
の
中

小
建
設
業
だ
っ
た
の
で
す
（
23
・

８
）。
国
内
の
建
設
業
は
構
造
的

に
下
請
け
に
な
る
ほ
ど
、
未
払
い

の
問
題
で
危
う
い
思
い
を
す
る

が
、
国
の
事
業
で
は
未
払
い
は
な

い
だ
ろ
う
と
、
望
み
を
か
け
て
コ

ロ
ナ
で
の
痛
手
を
い
や
す
た
め
に

取
り
組
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
阪
万
博
の
未
払
問
題
で
中
小

建
設
業
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

未
払
の
原
因
…
①
工
事
期
間
の

短
さ
、
②
海
外
元
請
け
業
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
、
③
多
重
の
下
請
け
業
者
と
問

題
の
あ
る
業
者
の
参
入
、
④
博
覧

会
協
会
と
大
阪
府
の
ミ
ス
リ
ー
ド

　

当
初
よ
り
、
中
小
企
業
の
参
入

に
は
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

海
外
と
の
や
り
取
り
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
悪
徳
業
者
も
参
入
す
る
こ
と

は
予
測
で
き
た
は
ず
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
ほ
か
博
覧

会
協
会
と
大
阪
府
が
、
何
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
こ
な
か
っ
た
結
果
の
今

回
の
事
態
だ
と
考
え
ま
す
。

　

博
覧
会
の
経
済
効
果
は
３
兆
円

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
・

イ
ベ
ン
ト
は
６
８
０
０
億
円
。
来

場
者
は
２
０
０
０
万
人
を
超
え
ま

し
た
。
黒
字
化
の
目
安
を
上
回

り
、
２
０
０
億
円
以
上
の
収
入
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
や
博
覧
会
協
会
は
現
在

裁
判
ま
で
し
て
闘
っ
て
い
る
未
払

被
害
者
に
全
面
的
支
援
と
援
助
を

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
万
博
の

テ
ー
マ
『
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
』
は
中
小
建
設
業
の

犠
牲
の
上
に
掲
げ
る
も
の
で
は
な

い
の
は
明
ら
か
で
、
こ
こ
か
ら
の

大
阪
府
と
博
覧
会
協
会
の
対
応
は

長
く
語
り
伝
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

昭
和
30
年
代
の
前
半
頃
、
当
時

心
身
医
学
会
は
精
神
身
体
医
学
と

言
わ
れ
、
何
人
か
の
ボ
ス
的
存
在

の
方
が
取
り
し
き
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
先
人
の
お
話
を
伺
っ
て
い

ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
流
儀
（
？
）
が
あ
っ
て
相
い
れ

な
い
団
体
と
思
え
ま
し
た
が
、
ボ

ス
の
間
で
は
何
と
な
く
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
と
い
う
不
思
議
な

学
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

心
身
医
学
の
根
底
は
受
容
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
先
生

が
苦
労
を
さ
れ
て
治
療
の
目
的
を

達
成
さ
れ
、
学
会
で
発
表
さ
れ
た

時
、
ボ
ス
の
先
生
は
そ
の
発
表
に

対
し
て
質
問
を
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
を
聴
い
て
い
ま
す
と
、
受
容
の

言
葉
は
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
し
ま

い
、
お
か
ま
い
な
し
。
考
え
方
が

違
う
の
で
そ
の
質
問
に
対
し
て
演

者
は
ボ
ス
の
意
に
沿
う
よ
う
な
返

事
が
で
き
ず
、
悄
然
と
し
て
、
壇

上
か
ら
降
板
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
ボ
ス
は
得
意
顔
。
私
は
発
表

さ
れ
た
先
生
に
後
で
、「
先
生
の

発
表
の
ア
イ
デ
ィ
ア
良
か
っ
た
」

と
こ
っ
そ
り
告
げ
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
発
表
を
始
め
た
頃
、
よ
く

噛
み
つ
か
れ
ま
し
た
。
憮
然
と
し

て
席
に
戻
る
と
、
東
京
大
学
の
末

松
教
授
が
そ
っ
と
お
越
し
に
な

り
、「
先
生
の
発
表
、
良
か
っ
た

で
す
」
と
さ
さ
や
い
て
く
だ
さ

り
、「
え
え
」
と
思
い
な
が
ら
胸

の
つ
か
え
が
取
れ
、
ま
た
帰
り
の

ク
ロ
ー
ク
で
東
京
大
学
の
野
村
先

生
か
ら
「
先
生
の
発
表
、
良
か
っ

た
で
す
」
と
通
り
す
が
り
に
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
、
お
二
人
の
御

言
葉
で
胸
の
つ
か
え
が
す
っ
か
り

取
れ
、
お
二
方
か
ら
心
療
内
科
の

治
療
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ

ま
し
た
。

　

神
戸
に
山
本
喜
三
郎
博
士
が
お

ら
れ
、
こ
の
方
は
ボ
ス
の
な
か
で

は
、
一
味
、
貫
禄
が
違
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
心
身
医
学
会
の
第
一

回
か
ら
の
会
員
で
、
多
く
の
人
材

を
育
て
上
げ
、
先
生
が
座
長
を
な

さ
っ
た
時
は
、
演
者
の
思
考
の
過

程
を
見
抜
か
れ
、
そ
の
考
え
方
、

努
力
に
対
す
る
過
程
を
褒
め
、
こ

れ
か
ら
の
意
欲
を
掻
き
た
て
る
言

葉
を
差
し
出
し
て
お
ら
れ
、
座
長

が
心
療
内
科
専
門
医
だ
け
あ
っ

て
、
演
者
の
治
療
も
さ
れ
て
い
る

と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
般
で
は
器
質
的
疾
患
、
機
能

的
疾
患
と
分
け
る
方
が
多
い
と
感

じ
ま
す
が
、
１
８
７
１
年
の
ダ
・

コ
ス
タ
の
論
文
で
は
、
既
に
機
能

的
疾
患
も
度
重
な
る
と
器
質
的
疾

患
に
な
る
と
発
表
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
（
こ
の
論
文
を
探
す
の
に
苦

労
し
ま
し
た
）。
疾
患
に
罹
患
し

た
時
、
皆
病
体
に
な
っ
た
と
言
わ

ず
病
気
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

私
は
病
気
発
生
の
原
因
は
精
神
、

そ
の
原
点
は
理
性
よ
り
感
性
、
も

っ
と
奥
は
「
無
意
識
の
習
慣
」
と

い
う
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
こ
の
研
究
は
一
生
の
テ

ー
マ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
日

暮
れ
て
、
道
通
し
の
現
状
で
あ
り

ま
す
。
そ
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兵庫県立こども病院　精神科部長 関口　典子先生講演

児童精神科での不登校の診かた

不登校とは
　不登校とは、文部科学省の定義に
よれば「なんらかの心理的、情緒
的、身体的あるいは社会的要因・背
景により、登校しないあるいはした
くともできない状況にあるために年
間30日以上欠席した者のうち、病気
や経済的な理由による者を除いたも
の」とある。
　不登校自体は「問題行動」ではな
く、教育機会をどう与えるかという
視点から考えられるようになり、各
学校では別室など登校しやすい工夫
がなされるようになっている。しか
しながら、小中学校における不登校
児童生徒数は、年々増え続けてい
る。

不登校と医療
　不登校でかかりつけ医に受診する
場合、何らかの身体的不調を訴えて
のことになる。受診したことで、
「病気（病院に行くような状態）だ
から学校に行けなくても仕方な
い」、「治るまでしっかり休まないと
いけない」と不登校状態を認めても
らえるという、身体科ならではの許
され感があるだろう。日ごろからか
かっている医師への安心感は、家族
や学校関係者とはまた違った、第三
の「なんとなく自分の言い分や気持
ちを聞いてくれる存在」として機能
しうる。それは不登校児と家族がエ
ネルギーを貯めて再び進む力を手に
するまでの止まり木となるだろう。

精神科への紹介
　不登校の精神科的背景疾患として
は、統合失調症、強迫症、不安障害
など薬物療法が有効な群、知的障
害、学習障害、発達障害など特性に
応じた療育や構造化が必要な群、適
応障害や身体症状症など非薬物療法
がメインの群がある。統合失調症や
うつ病が疑われる場合は早急な精神
科受診が必要である。

精神科での評価
　診察の前に、こどもファーストで

あることやこちらが何も提供できな
い可能性について改めて考えてお
く。家族の思いに同調して、こども
に説教や説得をしてはならない。
　また、心理的要因が明らかであっ
ても身体疾患の検索を忘れてはなら
ない。睡眠障害、起立性調節障害、
過敏性腸症候群など不登校と関係の
深い心身症だけでなく、甲状腺ホル
モンの異常や悪性腫瘍なども念頭に
置き、医療者として体調に気を配る
姿勢を忘れてはならない。
　精神科での評価は精神症状、知的
を含む発達上の問題、環境要因など
多軸で考える。生物的・心理的・社
会的観点から多面的にアセスメント
を行い、一面的な判断にならないよ
う注意する。
１）現病歴
　主訴は親とこどもとを分けて考え
る。違うことを考えている場合は少
なくない。いつどのように不調にな
ったのか、以前にも同じようなこと
はあったのか、その時はどうなった
のか。今回はだれがどのように対応
して、どうなったのか。ライフイベ
ントや友達、家族との状況などと不
調となったタイミングの関連を考え
る。
　睡眠や食欲、便通の有無など基本
的な身体状況の確認も行う。そうい
った話題は非侵襲的で答えやすく、
医療者側も生活状況のイメージがし
やすくなる。
　「今困っていること」だけでな
く、「現在できていること」につい
ても確認したい。塾に通っている、
家の手伝いをするといった能動的な
ことだけでなく、夜寝ている、食欲
があるなど、「あたりまえ」なこと
も聞き取っていく。それらは「なに
もできない」、「できていない」と思
い込んでいる認知を肯定的に変化さ
せるきっかけとなり、レジリエンス
につながる。
２）精神症状
　見られている、噂されている、気
分の波（１週間以上継続するも
の）、不安、焦燥感、強迫症状（こ
だわりとの鑑別は難しい場合があ

る）、不安発作（外出時の不安や過
呼吸など）など、不登校の原因とな
る症状について確認する。「噂され
ている」という訴えが、学校に行く
と友達がこちらをみて「来たと言っ
ている気がする」という場合と全然
知らない通りすがりの人が自分の不
登校を知っていて笑っている気がす
るというのでは症状の意味合いが違
う。症状はできるだけ具体的に聞き
取っていく。
３）生育歴
　乳幼児健診での指摘、幼少期の集
団適応、遊び方、こだわり、育てに
くさや育てやすさ、兄弟との違いな
どを確認する。日常的なこだわりは
家族の配慮で生活の一部となり目立
たなくなっていることもある。発達
障害の診断には丁寧な問診と行動観
察が欠かせない。
　被虐待や不適切養育によって発達
障害様の症状を認めることがあり、
安易に発達障害のレッテルを貼らな
いように気を付ける。特に多動衝動
性は注意欠如多動性障害だけでな
く、知的障害、境界知能の不適応、
愛着の問題などでも生じるため鑑別
が問題となる。
４）家族背景
　ジェノグラムは遺伝負因だけでな
く、家族の事情や家庭内力動の把握
についても役立つ。同胞の不登校の
有無、祖父母との関係など確認す
る。

不登校への対応
　まずは本人の希望を確認したうえ
で「いま、ここでできること」を考
える。睡眠や楽しみの確保、ラジオ
体操やストレッチ、家の中での役割
を担うことなどである。

　こどもにとって重要なことは人と
の関係の中で体験を積み、成長して
いくことである。そのため誰かと関
わる居場所の確保は重要である。
　学校では、別室や保健室、図書
室、時には校長室が居場所として提
供されることがある。そこにいる
「人」も重要である。学校と連携す
る場合は必ず本人家族の了承（もし
くは学校が本人家族からの承認を得
ていること）を確認する。学校への
不信感がある場合、よかれと思って
勝手に連携を取る、もしくは何とか
したいと思っている学校からの連絡
に対応することで本人家族からの信
頼を失うことになる。できれば学校
側との面談前に学校に対する要望を
本人家族に確認しておいて、それを
伝えるのもよい。本人のペースをで
きるだけ守れるように、復帰に際し
ては丁寧に作戦を立てる。
　学校以外にも居場所はある。フリ
ースクール、学童保育、発達障害が
ある場合は放課後デイサービスも利
用できる。習い事など意欲的に取り
組めることが見つかれば強みにな
る。オンラインゲームが新しい人間
関係の場として機能することもあ
る。
　彼らなりに力をためて不登校の時
代を卒業するこどもたちは多い。小
学校の途中から中学まで全くの不登
校であったこどもが自分のやりたい
ことを見つけ、それが学べる高校に
通うケースをしばしば経験する。わ
れわれは焦らず、彼らがのびのびと
自分たちのしたいことができる力を
蓄えることができるように支援して
いきたい。
（７月５日、女性医師・歯科医師の
会研究会より）

「保険医年金」の新規加入者証は11月末までにお届けします
　この春にお申し込みいただきました「保険医年金」９月１日発足分の加入
者証は、11月末までに大樹・富国各生命保険会社の担当社員を通じてお届け
します。内容をご確認のうえ担当社員に「受領書」をお渡しください。

保険医年金「積立金通知書」「生命保険料控除証明書」は
 11月初旬にお届けします
　現在ご加入の保険医年金の「積立金通知書」は、11月初旬に大樹生命より
送付いたします。積立金合計は2025年８月末現在（2025年９月１日発足分は
含まれません）の元利合計となっています。また、加入年度が多い場合は、
２枚になっている場合がありますので、ご注意ください。

　来年の確定申告に必要な「生命保険料控除証明」が積立金通知書の下段
に記載されていますので、切り取って保存のうえご利用ください。 お問い合わせは、☎078－393－1805 共済部まで

「グループ保険」「新グループ保険」の
 「生命保険料控除証明書」は11月初旬までにお届けします
　「グループ保険」「新グループ保険」の「生命保険料控除証明書」は、ご
加入の皆さまへ11月初旬までにお送りいたします。

積立年金「DefL」（デフエル）の
 「生命保険料控除証明書」は 11月初旬にお届けします
　積立年金「ＤｅｆＬ」（デフエル）の「生命保険料控除証明書」、「ご加入
のお知らせ」（被保険者票）は、11月初旬にお届けします。昨年からご加入
の皆さまには積立金残高等が記載された「ご加入内容のお知らせ」をあわせ
て送付いたします。

各種共済制度の新規加入者証、生命保険料控除証明書等のお届けについて

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週日曜　夜７時15分～毎週日曜　夜７時15分～

出演者
　募集中！

「「兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!
AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

11月９日　ナルコレプシー（仮）
　　16日　薬不足と国の責任（仮）
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

医院経営研究会「第457回」
テーマ  決算処理講座
日 時   12月13日（土） 午後2時30分～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士
参加費   3,000円（医経研会員は無料）

今後の研究会・行事予定

第627回診療内容向上研究会

いつものアノ病気、アノ状態、
“在宅で診るときならでは”のコツ
日 時  11月22日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   医療法人滋賀家庭医療学センター 弓削メディカルクリニック

本部長 中村 琢弥先生
※ 講師来場でのご講演です。

来場定員   50人
※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

昨今日本の医療現場では在宅医療が急速に普及しています。しかし、在
宅医療の診療ノウハウやエビデンスというのは病棟や外来での医療と比
べると諸外国含めてそこまでの発信や蓄積がありません。「より良い方法
があるのでは？」と思った経験は皆様にもあるのではないでしょうか。
今回は在宅医療へ精力的に取り組む組織を率いる立場から、在宅現場で
のちょっとした診療のコツなどを広く紹介する場を提供したいと思いま
す。これから在宅医療を学びたい方、もうすでに在宅医療を実践しさら
なるレベルアップを図りたい方、在宅医療には携わっていないけれども
別の立場から在宅医療とよい連携を築きたい方などなど、多くの方のご
参加をお待ちしております。 【中村 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/M1UNx 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

11
月
の
診
内
研

初級歯科助手講座
テーマ  「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」「保険診療の

しくみ、受付業務」「歯科外来における院内感染
対策」「患者接遇とコミュニケーション」

日 時   12月7日（日） 午前10時～午後４時
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
定 員   80人
参加費   6,000円（テキスト代、「修了証書」、弁当・お茶代含む）

歯科の行事

「第628回」
テーマ  Mycoplasma as the great imitator
日 時  12月20日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   福岡県・飯塚病院総合診療科診療部長 清田 雅智先生

診療内容向上研究会

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ  皮膚科学セミナー－光皮膚科学とアトピー

性皮膚炎について－
日 時   12月20日（土） 午後3時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学

分野 小野 竜輔先生
参加費   1,000円（会員無料）

「神戸支部」研究会
テーマ  頭痛の鑑別診断
日 時  11月29日（土） 午後4時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室(オンライン併用)
講 師   西宮協立脳神経外科病院名誉院長 脳神経内科　立花 久大先生

「明石支部」保険請求事務講習会(医科外来・初級)
日 時   11月30日（日） 午前10時～午後3時
会 場  アスピア明石北館8階　801
講 師   加茂皮フ科医院(神戸市中央区)院長 加茂 統良先生
費 用   １人7,000円(テキスト・資料代含)

※お弁当(お茶付)希望の方は別途1,000円
定 員   60人

「北阪神支部」臨床研究会
テーマ  老健施設医に転身して思うこと
日 時   12月6日（土） 午後3時～
会 場   伊丹市立産業振興センター6階　マルチメディアホール
講 師   宝塚市保健福祉サービス公社理事長 介護老人保健施設

「ステップハウス宝塚」施設長 妙中 信之先生

「西宮・芦屋支部」保険請求事務講習会（医科外来・初級）
日 時   12月14日（日） 午前10時～午後3時
会 場  西宮商工会館１階地域経済交流センター会議室
講 師   岩下内科クリニック院長 岩下 敬正先生、川﨑医院院

長 川﨑 史寛先生、中島クリニック院長 中島 敏雄先生
費 用   １人7,000円(テキスト・資料代含)
定 員   80人

無 料

「淡路支部」ミニ勉強会
テーマ  日常診療について最近の話題（仮）
日 時   11月11日（火） 午後8時10分～
会 場（リモートミーティング）
講 師 洲本市 高田 裕先生

会 場  子午線ホール

「明石支部」第42回総会記念 無料映画上映
テーマ  映画「大コメ騒動」上映会
日 時   11月8日（土） 午後2時10分～

九条の会・兵庫県医師の会　講演会
テーマ  平和憲法と暮らしの危機の新段階
日 時   11月22日（土） 午後４時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   学習院大学法務研究科教授 青井 未帆先生

難関中学、医学部・歯学部　受験対策セミナー
テーマ 来年度入試の動向と各学年の対策
日 時   11月9日（日） 午後1時～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室
講 師   医学部受験MEP講師陣

①中学受験　2026年度入試対策と非認知スキルの向上策
②医学部受験　2026年度入試概要と定員削減時代の学習法
③個別相談

日 時   12月6日（土） 午後3時～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   日本クルド文化協会 ワッカス チョーラク氏
定 員   50人

国際部　市民公開企画
テーマ  日本におけるクルド人コミュニティとヘイト問題

相続・継承セミナー＆個別相談会
日 時   11月3日（月・祝） 午前10時～
会 場  大阪府保険医協同組合5階M&Dホール
講 師   ㈱相続ステーション代表取締役 寺西 雅行氏
定 員   60人

日 時   11月8日（土） 午前9時～午後3時
会 場  広川内科クリニック(西宮市神明町4-26)

県下各地の行事
「西宮・芦屋支部」東日本大震災・能登半島地震
―第18回被災地交流／物産・物品展

医院経営研究会 第456回例会

年末調整の知識と実務
日 時  11月22日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 協会税務講師団 田口 智弘税理士
参加費  3,000円（医経研会員は無料） 入会随時受付

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/LnyBD

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

税制改正のため処理が複雑になります！
閉院・承継のお悩みをワンストップで支援!!

10時30分～
11時45分　 第1部：承継 エニータイムヘルスケアコンサルティング（株）

楳北 真也氏

11時50分～
12時30分　 第2部：閉院 R&Tメディカル（株） 杉谷 孝史氏

閉院・第三者承継セミナー
日 時  11月2日（日）　午前10時30分～12時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
定 員  30人※応募先着順

無 料

078-393-1817 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

兵庫県保険医協会
お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

新規開業医研究会

新規個別指導対策（体験報告含む）、
保険請求・審査、税務・労務の基礎知識
日 時  11月30日(日)　午前10時～午後4時
会 場  兵庫県保険医協会 会議室
参加費  5,000円（昼食・資料代含む）
〈午前〉 保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要

新規個別指導対策（医師・歯科医師からの体験報告含む）
〈午後〉 新規開業に必要な税務の知識（協会税務講師団 税理士）

開業時の労務（社会保険労務士）

078-393-1802FAX

医科：☎078-393-1817 楠／歯科：☎078-393-1809 本田まで
お問い合わせは

お申し込み

歯科施設基準研究会～「歯初診」「外安全」
「外感染」「口管強」「歯援診」「歯援病」～

日 時  11月30日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師 ときわ病院 歯科口腔外科部長 足立 了平先生
定 員  80人　　参加費   1,000円（受講証当日発行します）
対 象  歯科医師、会員医療機関スタッフ

第1部「歯初診」「外安全」「外感染」

第2部「口管強」「歯援診」「歯援病」施設基準対応研修
テーマ

兵庫県保険医協会歯科部会

お申し込み 078-393-1802FAX

薬科部研究会

関節リウマチ診療に潜むクリニカル
イナーシャ～その実際と対策～
日 時  11月8日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学医学附属病院 膠原病リウマチ内科 病院教授・診療科長・リウマチセンター長

三枝 淳先生
参加費  1,000円

無 料

会 員

申し込み https://x.gd/3oMWr

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

関節リウマチは自己免疫異常による慢性炎症性疾患であり、生物学
的製剤やJAK阻害薬の登場により治療戦略は大きく進歩しました。
本講演では病態理解から最新の治療動向を整理し、薬剤師が担う薬
学的管理の重要性を考察します。さらに、治療目標達成を妨げる要
因であるクリニカルイナーシャについても議論し、より最適な薬物
療法実現に向けた連携の在り方を提示します。 【三枝 記】

医科勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業
日 時  11月15日(土)　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
参加費  会員2,000円　会員外6,000円 ※当日入会の場合は2,000円
第１部「開業構想から開業地選定、設計・建築、機器など」

グリーンホスピタルサプライ株式会社

第２部「最近の開業費用の動向と資金調達」 但馬銀行 地域戦略営業部

第３部「私の開業体験～開業医の診療と経営の実際」
 中央区 武富整形外科 院長 武富 雅則先生

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会 事務局 ☎078-393-1817 楠まで
お問い合わせは

お申し込み

医科

日 時  12月13日（土）　午後3時～4時30分
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   灘区・ろっこう医生協灘診療所 髙野 修一先生
来場定員  50人（定員になり次第締め切り）
参加費   1人につき1,000円（来場参加・Zoom視聴とも）
テキスト代   1冊4,000円（受講にテキストは必要ですが、受講者複数で１冊も可）

※テキストは講習会１週間前を目途に郵送します。

公費負担医療講習会

公費負担医療等の手引（2025年度版）
医科

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

http://bit.ly/3VzpW81

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み 12月5日金曜まで

文化部

日 時   12月7日（日）　午前10時30分～午後2時
会 場  長田区文化センター別館ピフレ料理教室
定 員  36人　参加費  大人2,000円　子供1,000円
指 導  （社）全麺協講師陣
※ 持ち物はエプロン、タオル等です。お申し込みいただいた方には、FAXにて
要項・会場地図をお送りします。

「挽きたて、打ちたて、湯がきたて」の新そばの
魅力をお楽しみいただける、年末恒例の「蕎麦打
ち体験」企画をご案内致します。
今回も、講師が打った蕎麦を「ぶっかけ」の形で
お召し上がりいただきます。ご自身が打たれた蕎
麦は、お持ち帰りの上ご堪能ください。
ご家族、スタッフのみなさんお誘いあわせの上、
ご参加ください。

蕎麦打ち体験

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎
078-393-1802FAXお申し込み

歯科定例研究会

世界最先端の歯髄保存
日 時  11月9日(日)　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 東京都・岡口歯科クリニック 岡口 守雄先生

無 料

会 員

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/3H9QH

078-393-1802FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み




